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年度 活動場所 テーマ 成果発表方法 備考
2004 松江城周辺 町の音 新聞づくり
2005 松江市忌部高原 蝉の声 ア トーによる表現 特別講師：大西洋一氏（漫画家）
2006 松江市島根町 怪談を聴く 怪談の再話・創作 特別講師：佐野史郎氏（俳優）
2007 松江市美保関町 海辺の生活と民話 民話の再話・創作 特別講師：酒井董美氏（口承文芸学者）
2008 松江市八雲町 自然と民俗信仰・学校の怪談 自由表現 特別講師：常光徹氏（民俗学者）
2009 出雲市平田町 虫の音の聞き分け 自由表現 兵庫県立人と自然の博物館と連携
2010 松江市白潟・城西地区 明治の面影体験 絵手紙
2011 松江市カラコロ工房 怪談屋敷 自由表現 特別講師：劇団幻影舞台
2012 小泉八雲記念館・松江城周辺 散歩と写真 フェイスブックに投稿・コラージュ制作
特別講師：高嶋敏展氏（写真家）・石川
陽春氏（グラフィックデザイナー）





















































































































































































ブという人の『Last Child in the Woods』（2005
年）です。日本でも、2006年に『あなたの子どもに
は自然が足りない』という英文タイトルとはまった
く違うタイトルで出版されています。この本は絶
版になっていて手に入れることができないので、
急遽英語版を取り寄せているところですが、ルー
ブはこの本のなかで「自然欠乏障害」ということ
を述べています。
学校でも自宅でも室内に閉じこもる傾向が強
いアメリカの小・中学生の間に、肥満傾向や注
意欠陥障害、学習障害、鬱傾向などが広がって
います。ルーブは、これらの身体的・精神的な障
害を指して「自然欠乏障害（あるいは自然欠乏
症）」と呼んでいるのです。幼いころに自然と直接
触れ合う体験が、感覚（五感）の健全な発達に、
ひいては学習や創造性にまで影響を及ぼすと主
張しているのです。
つまり、自然体験を小さいころにしていないと
自然欠乏障害に陥る、そういう自然欠乏障害の
子どもたちがアメリカ中に広がっている。それを
何とかするために、4歳から15歳までの初等･中
等教育において、自然体験を含めた環境教育や
理科、社会の学習の機会を増やすことを全米で
やりましょうという法案が、2008年にアメリカの
下院を通過したのです。
そのリチャード・ルーブの考えの一つの大き
な源になっているのが、先ほど紹介したデイヴィ
ド・ソベルの『足もとの自然から始めよう』、原題
は『Beyond Ecophobia』です。「eco」は「自然」、
「phobia」は「嫌い」、つまり「ecophobia」は「自
然嫌い」です。「自然嫌いを越えて」、「自然嫌いを
なくすために」というタイトルの本です。
ここでは、デイヴィド・ソベルの考えを紹介をさ
せていただきたいと思います。ソベルの考えの根
本は、「子どもの発達段階ごとに異なる趣旨、スタ
イルで教育を行うべきだ」ということです。発達心
理学者ピアジェの考えを取り入れています。
ソベルは、4歳から15歳までの子どもを3つの
発達段階に分けていて、①4歳から7歳までを「子
ども期初期」、②8歳から11歳までを「子ども期
中期」、③12歳から15歳までを「思春期初期」と
呼んでいます。
子ども期初期の子どもは、活動の場としては家
とその周辺が主な活動の場であることと、自分と
他者とを区別しないという特徴を持っています。
たとえば、保育園から小学校1、2年生の子ども
は、動物に興味を持って、すぐ動物のまねをした
り、動物になりきって遊ぶ。そういう傾向があり
ます。ソベルは、この段階では、自然界との共感
を育むことに主眼を置くのが重要だと考えていま
す。
先ほどの小泉先生の五感力とつながるのです
36 地域と子ども・ふるさと教育・読み聞かせ
が、レイチェル・カーソンというアメリカの1960
年代の生物学者が、「センス・オブ・ワンダー」と
いうことを言っています。この「センス・オブ・ワン
ダー」を育むことが、子ども期初期に特に重要だ
ということです。そのためには、動物と仲よくなる、
動物のお世話をする、動物のまねをして遊ぶ、物
語を語る、歌を歌うなど、そういったさまざまなこ
とを行うことによって、自然との共感を育むことが
できる。この段階ではまず、このようなことをやら
ないといけない。それをやらないと、これ以降の
発達に差しさわると考えているのです。
子ども期中期では、活動の場が家とその周辺
を越えて広がっていくということを言っています。
自分の身近な場所、ソベルは「ランドスケープ」と
呼んでいるのですが、自分の身近な地域のことで
す。広がりやデコボコがあり、家とその周辺の自
分が実際に活動する場ですね。身近な地域を探
検して自分のいる場所を知る、これがこの段階に
は必要不可欠であり、このことを通して地域への
愛着を培う、これはふるさと教育の一つの柱です
が、それを培うのが子ども期中期だと考えている
のです。
そのためには、私もつくりましたが、秘密基地
をつくったり、小さな想像の世界を紡ぎ出した
り、狩猟・採集、つまり昆虫採集をしたり、木の
実を拾って食べたり、あるいは川や小道たどって
地域を探検することが、この段階の子どもたちに
は重要である。このようなことを通して、身近な地
域、自分たちが活動する地域への愛着を形成す
る、原風景を形づくると言ってもいいかもしれま
せん、そういうことが可能になると考えているので
す。
思春期初期については、時間の都合上、割愛
させていただきます。
結論と考察──益田モデルの構築に向けて
以上のことから、益田市では実体験に基づく
教育を既に地域で開始していますが、これはアメ
リカの事例に照らしても先覚的な取り組みである
ことが分かります。しかし、ソベルが言っている、
自然との共感を育むことや地域への愛着を培う
というような発達段階に応じた目的を設定して、
その目的を達成するためにこういった活動をする
のだという、理論に基づく取り組みはまだ足りな
いのではないかと失礼ながら拝察いたしました。
そういった取り組みを保育園教育や学校教育
のカリキュラムのなかに取り込む、あるいはNPO
や公民館を活用して社会教育のなかで地域全
体で取り組む。私たちは、このような「ふるさと教
育の益田モデル」を何とか形にしたいと考えてい
ます。そして、そのために私たちにできることがあ
れば、できるかぎり協力していきたいと考えており
ます。
最後に一言。益田市では子どもの基礎学力
が比較的低いということが問題になっております
が、いままで述べてきた自然欠乏障害が、基礎
学力が低いことの原因の一つになっているという
ことが考えられるのではないでしょうか。アメリカ
では、自然体験教育派が基礎学力重視派に打
ち勝って法案を通過させたわけです。自然欠乏
障害の子では、どうしても基礎学力が伸び悩んで
しまうというのです。基礎学力の向上のためにも、
私たちが目指している益田モデルが、救済措置あ
るいはリメディアルになると考えております。
以上です。ご清聴ありがとうございました。
おはなしレストランの取り組み
鹿野　それでは、続きまして、最後に本学の岩田
教授に「おはなしレストランの取り組み」について
お話をしていただきたいと思います。
岩田　皆さん、こんにちは。総合文化学科の岩
田です。僕の発表は特にパワーポイントを使わず
に、もう皆さん満腹だと思いますので、できるだけ
簡潔にお話をさせていただきたいと思っておりま
す。
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文科省GP「すぐれた大学教育」選定  
本学のおはなしレストランの読み聞かせの取り
組みについて紹介したいと思います。「みんな、お
はなしレストラン、はじまるよ！」というかけ言葉を
合い言葉にして、取り組みを始めてから8年にな
ります。平成17年の冬にマユー先生と2人で、あ
と学生21名とともに松江市立病院の入院してい
る子どもたちにボランティアで読み聞かせを始め
たというのがきっかけです。そこから始まって、あ
る手応えがあったものですから翌18年度から読
み聞かせということを授業に取り入れて、今8年
経過したところです。
その間に大きな出来事が1つありました。それ
は、平成21年度に文科省のほうのＧＰで「すぐれ
た大学教育」に選定してもらったということです。
それに伴って、かなりこの取り組み自体が拡大し
ました。それまでは、受講生が旧文学科の学生、
総合文化学科の学生だけでしたが、それが現在
では松江キャンパスの健康栄養・保育・総合文
化学科の学生全員を対象とした読み聞かせにな
りました。それに伴って、スタッフのほうも2名か
ら5名となり、事務局の方にもお手伝いしてもら
いながら全学的に支援を受けて取り組んでおり
ます。さらには、おはなしレストランライブラリーと
いう絵本専門のライブラリーをつくることができ
たということも大きな出来事でした。
平成25年度の読み聞かせ活動  
資料には、平成25年度に行った読み聞かせの
活動について並べています。始めた当初は市立
病院、それから松江の子育て支援センター、幼
保園のぎ、の3カ所で読み聞かせをやっていまし
たが、今はこのような形で定期的に毎週ほぼ出
かけているのが幼保園のぎ、乃木小学校、忌部
小学校、そして本学ライブラリーの日曜日のおは
なしの時間、の4カ所で行っています。それ以外
に、不定期で外から要望があって出かけていく
出前シェフというのを行っていまして、それが本
年度の場合は22カ所となっています。そこに挙げ
ておりますように、読み聞かせの対象というのも
子どもだけではなくて、例えばイオンの松江店で
すとか、あるいは江津中学校、三刀屋高校、そし
て老人ホームですね、おじいちゃん、おばあちゃ
んまでということで、非常に幅広い対象に対応し
た読み聞かせを実践して、学生たちは総合的な
人間力、表現力とか社会性とか、そういったもの
を身につけております。全体で本年度の場合は
90名弱の学生が読み聞かせを実践し、約1,000
冊の絵本を読みました。ここ3年間ぐらい、大体
100名の学生が1,000冊の絵本を読むというの
が1年間の読み聞かせの規模になっています。
読み聞かせを通した教育と地域貢献  
この取り組みは、お気づきだと思いますけれど
も、学生の教育が基本にあります。それが同時に
地域貢献にもなっているということで、何か地域
貢献がしたくてというより、教育として読み聞か
せをしていたらそれが自然に地域貢献にもなって
いたと、そういう共生の仕方になります。学生たち
を育てているのは、私たちスタッフというよりもむ
しろ学生の読み聞かせを聞いてくれている子ども
たちです。子どもたちが生き生きとしたまなざしで
絵本を見詰めている、聞き入っている、そういう
姿が学生の自信になって、また読みたい、子ども
の前に立ちたい、その繰り返しを通して表現する
力を身につけていきます。1冊1冊お互いに向き
合いながら、学生も育って、子どもも絵本を楽し
んでくれている、そういう関係ができ上がってい
るのかなというふうに思います。スタッフの役割は
そのコーディネ トーということになります。
おはなしレストランライブラリー  
次に、おはなしレストランライブラリーについて
説明します。おはなしレストランライブラリーの利
用者は、月の平均で、学内からの来館者が400人
ぐらい、学外からが800名近くになっており、学
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外の方の利用が非常に多いです。貸し出しのほう
も圧倒的に学外の方が多くて、学内で月370冊、
学外ですと3,000冊近く貸し出しがあります。お
一人の方がすごい数、1枚のカードで5冊なんで
すけれども、お子さんとかも1人ずつカードを作
ると、1人で10冊、20冊、束にして借りて帰られ
ますのでこれぐらいの数になります。ここ数年、月
1,200人の利用で3,000冊をちょっと超えるぐら
いの貸し出しになると思います。
司書の力  
数もさることながら、大事なのはやっぱり子ど
もとの、来館者との接し方というのを最初から考
えていました。司書2名がライブラリー設立当初
から努力していることがありまして、それは子ども
たちの名前を覚えるということです。司書の尾崎
さん、内田さんに、何人ぐらい覚えているのか聞
いてみました。それで、子どもの顔を思い出しな
がら名前をざっと書き出してもらったんです。今、
350人の子どもの名前を、2人は覚えています。僕
も長らく教員をしていますけど、顔を思い出しな
がら350人の教え子の名前を言えるかというと自
信がないです。お子様連れの利用者がライブラ
リーに入ってくる、そうしますと、ふたりの司書は、
あっ、○○ちゃん、久しぶりだねというような感じ
で声かけをするんですね。そういうところからやっ
ぱり関係をつくっていきたいと、やっぱり名前を
呼んでもらうと子どもも司書のお姉さんにそれだ
け親近感が湧きますし、親との関係も変わってく
ると思います。できれば、名前だけではなくて一
人一人の読書傾向ですね、あっ、この○○ちゃ
んは乗り物の本、好きだったね、恐竜の本、好き
だったね、今度こういう本が入ったよ、そのような
つき合いができるようになればと願っています。
おはなしレストランライブラリーは、そんなふうに
して地域とのつながりをこつこつ深めていってお
ります。
講演会、ボランティア活動ほか  
そのほかの活動としましては、講演会とかボラ
ンティアを毎年行っています。来年度は絵本作家
のtupera tuperaさんというご夫婦のユニットなん
ですけれども、その方に来ていただくことなって
います。今年の秋になりますが、県立美術館との
共催で、「宍道湖かいじゅう大作戦」という企画
を考えていて、子どもたちに楽しんでもらおうかな
と思っているところです。
そのほか、皆様にお配りしたものとしましては、
「親子で楽しむ絵本10カ条」と「貸し出しベス
ト48」があります。「親子で楽しむ10カ条」のほ
うは、親御さんにいろいろお話しする機会とかも
ありますので、そういうときに使ったりしています。
「貸し出しベスト48」は、ライブラリーの貸し出し
の多い本を参考までに並べています。
それからもう一つお配りしています「読みメン
手帳」というのは、これは県の教育委員会と協力
して作ったものです。育メンならぬ読みメンという
ことで、お父さんも絵本を読んでねという気持ち
で作りました。日付と絵本のタイトルを書いて、記
録をとっておいて、将来お子さんにプレゼントし
たらいいかなというささやかな願いもあります。別
にお父さんでなくても、どなたでも使っていただ
ければと思っています。
さて、貸し出しベストのほうをごらんいただく
と、48冊の中で10冊ぐらいが、かがくいひろしさ
んの絵本が入っていると思います。トップ3は、す
べてかがくいひろしさんの絵本じゃないでしょう
か。それでちょっと、かがくいひろしさんの絵本を
皆さんに体感してもらいたいと思います。皆さん、
さきほどから長いこと座ったきりになっておられ
ますので、ちょっと立ってもらっていいですか。2
人1組になっていただいて、3人でも結構です。い
いですか。それじゃ、いきますよ。はい。体を動か
して、はい、まずイチゴさんです。いいですか、せー
の、イチゴさんと、はい、ペコ。それでは、次、バナ
ナさんです、せーの、バナナさんと、ぽいん。はい。
次はメロンさんです、せーの、ぎゅう。前のほうで
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は山下先生と小泉先生が抱き合っています。（笑
声）それでは、だるまさんです。せーの、だるまさん
と、しゃがんでもらって、ううん、力をためてもらっ
て、ぱっ。そして、はいピ スー、ご協力ありがとうご
ざいました。（拍手）
鹿野　ありがとうございました。心の栄養という
ことで、先ほど自然体験も大切なんだということ
を申しましたけれども、絵本や民話を通した言葉
の語りかけも、心の栄養として欠くことができな
いということですね。自然体験と言葉の語りかけ
を合わせた短大発の教育プログラムを、地域の
方 と々一緒につくっていく。そういうことができた
らいいなと考えております。今後とも、皆様のご
指導をよろしくお願いいたします。ありがとうござ
いました。
もう時間もないですから、コメントのあとでまと
めて質問などお聞かせください。それでは総合文
化学科のセクションを終わらせていただきます。
どうもありがとうございました。
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